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②令和6年度/平成25年度
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ガソリン　　　　　　76,562　㍑　　　　58,414　㍑　　　　58,618　㍑　　　　▲17,943　㍑ 2.312 178 136 134 ▲24.4

灯油　　　　　　400,289　㍑　　　　298,568　㍑　　　　345,408　㍑　　　　▲54,881　㍑ 2.489 997 743 864 ▲13.4

軽油 　　　　　8,782　㍑　　　12,111　㍑　　　13,431　㍑　　　　4,649　㍑ 2.580 23 31 35 55.3

A重油 　　　66,169　㍑　　　　73,820　㍑　　　　74,050　㍑　　　　7,881　㍑ 2.71 179 200 204 13.6

LPG 44,307　㎏ 57,288　㎏ 49,367　㎏ 5,060　㎏ 2.977 133 172 148 11.0

電気 　14,369,567 kWh 15,166,092 kwh 15,084,198 kwh 714,630Kwh
詳細は※1参

照
10,605 7,735 7,536 ▲28.9

※1 CO2排出係数　電気基礎排出係数（中国電力0.511、エネサーブ0.527、関西電力0.401、Looop 0.948、グリムスパワー0.469、U-POWER0.492）

総排出量 12,114 9,017 8,920 ▲26.4

　温室効果ガス（CO2）の増減内容

　個別取組の数値に係る分析

ガソリン

灯油

軽油

A重油

LPG

電気 昨年度に比べ減少している（▲0.5％）。基準年に比べ増加している。

昨年度に比べ増加している（0.3％）。基準年に比べ増加している。

昨年度に比べ増加している（0.3%）。基準年に比べ減少している。

令和６年度　項目別温室効果ガス（CO2）排出量（指定管理者施設を含む）

　令和６年度の総排出量は基準年度の平成25年度と比べて26.4%減少した。基準年度よりも総排出量を低減できた主な要因として、電気の排出係数が低

減されたことが大きく影響している。使用量の内訳を基準年度と比較すると、ガソリン及び灯油は使用量が減少した。ガソリンは公用車の更新で低燃費

車を導入したこと、灯油は灯油式の熱源から電気式の熱源に更新した公共施設が複数あったことが使用量の減少に寄与したと考える。一方で軽油、A重

油、LPG及び電気は使用量が増加した。基準年度以降に供用が開始された施設や、基準年度以降に指定管理施設が対象となったことが主な原因である。

　令和10年度の削減目標として基準年度比43.5%を掲げている。この目標達成のためには令和７年度から令和10年度の４年間で、基準年度排出量の

17.1%に相当する2,076t-CO2の温室効果ガス削減が必要である。この温室効果ガスの削減を電気の排出係数低減のみで達成することは困難であることか

ら、燃料や電気の使用量を下げていくために更なる省エネ活動を実施していく必要がある。

昨年度に比べ増加している（14.2％）。基準年に比べ減少している。昨年度からの増加は井原市B＆G海洋センターと井原市民病院の使用量増加などに起因す

昨年度に比べ増加している（12.5％）。基準年に比べ増加している。昨年度からの増加は井原市美星堆肥センターの使用量増加などに起因する。

昨年度に比べ減少している（▲14.3％）。基準年に比べ増加している。昨年度からの減少は健康増進福祉施設（ＡＳＵＷＡ）の使用量減少などに起因する。


